
 

 

 

時間のお話～誰でも同じだけ与えられているはずのもの～ 

３年８組 担任 大山結花   

 令和２年の夏が終わろうとしています。今年はコロナウィルスのせいでいろいろな夏らしいイベント

も中止になってしまい，まだまだ残暑は厳しく，「夏って終わったの？」と思っている人もいるのではな

いでしょうか。でも時間は滞ることなく流れています。だんだんと秋の気配を漂わせ，「暑い，暑い」と

言っていたのに，「寒さ」がこたえる季節が廻ってきます。自然の時間は大きな「循環する時間」です。

「時間」はいろいろな切り取り方ができます。例えば，本川達夫の『ゾウの時間ネズミの時間』では，

「動物のサイズが違うと，機敏さ・寿命・そして時間の流れる速さが違ってくるが，一生の間に心臓が

打つ総数や体重あたりの総エネルギー使用量は，サイズによらず同じなのである」という生物学上の時

間が描かれています。また，時間どろぼうとぬすまれた時間を人間にかえしてくれた女の子のふしぎな

物語，ミヒャエル・エンデの『モモ』は，日々効率を追及する現代の時間のあり方と社会に対する痛烈

な批判が満ちています。 

 

  残念ながら，私たちは現代社会の時間の中で生きています。「時計」 が存在

する社会においては，１日は２４時間，１年は３６５日か３６６日。 これは，

どこでも，誰でも同じです。お金持ちだから，権力があるから１日は２０時間だったり２６時間だった

りということはない。そして，「生物」としての寿命は必ずやってくる。では，私たちはその時間をどの

ように過ごすのか？過ごした時間の積み重ねによってその人の人生が作られていくのだと思います。そ

して，大人になるということは「大切な時間を他者のためにも使える人になる」ことだと私は思うので

す。 

 

 職員室でときどき耳にすることがあります。「ＳＨＲのときも小テストの準備で話を聞いてない」「清

掃時間も問題集を見ながらやっている」…なんとか小テストは乗り切れたとしても，本当の実力はつい

ているのでしょうか。スマホを使う時間が長くて勉強時間がとれない？それって時間を大切に使ってい

るといえるのでしょうか。かく言う私もたいして時間の使い方が上手なわけではありません。すぐに済

む仕事をぐずぐず先延ばしして「そのとき」を大事にできていない気がします。一方で優れた人ほど時

間を上手に使っている気がします。仕事もするし，趣味も存分に楽しむ，時間を上手に使って充実した

人生を送っているようです。１・２年生の皆さん，確かに甲南高校の毎日は忙しいですね。ですが，自

分自身で時間をマネージメントする力がつくはずです。節目毎のテストや期限が決められた宿題，「学習

の記録」などを上手に活用してマネージメント力をつけてください。 

 ３年生の皆さんは，いよいよ共通テストの準備も始まり，受験や卒業までの時間が迫ってきました。

勉強の時間は今の君たちにとっておそらく一番大切。人間が生きるために必要な時間（睡眠や食事・入

浴や排泄など）は決して省くことはできない。一方で高校生活最後の行事も友達と存分に楽しみたい。

それならば今まで以上に時間の使い方を考えることが必要です。勉強するとき，友達と歓談するとき，

ひとりで思索に耽るとき…「そのとき」を本当に大切にして過ごしてください。 

「そのとき」があなたの人生を作っていくはずです。 
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リーディング
     対
 リスニング

(大学全体
　　 での割合）

リーディング
100点

リスニング
100点

→　200点満点の場合

難関国立
１０大学

４　対　１

(約36％）

リーディング:1.6倍の

160点

リスニング　:0.4倍の

40点

神戸 鹿児島
(医以外)

熊本 大分
(教育・経済・

福祉健康科学）

長崎 筑波 お茶の水
女子

１　対　１

(約30%）

リーディング:そのまま

100点

リスニング  :そのまま

100点

九州
一橋

東京工業
北海道

広島 九州工業 大分
（医・理工）

福岡教育 東京外国語 北九州市立

３　対　１

(約15%)

リーディング:1.5倍の

150点

リスニング　:0.5倍の

50点

京都
大阪
東北

名古屋

鹿児島
(医）

佐賀 静岡 電気通信
東京医科

歯科
大阪市立

７　対　３

（約4%)

リーディング:1.4倍の

140点

リスニング　:0.6倍の

60点

東京 下関市立

主な国公立大学

昨年までの大学入学センター試験は,ほとんどの大学で英語筆記（200点）,リスニング(50点）の250点
を４：１の割合で圧縮し,200点に計算していた。今年から導入される大学入学共通テストの英語は，
リーディング(100点），リスニング(100点）となり,その配点比率も各大学・学部・学科によって違い
があるので，自分が志望する大学について調べておく必要がある。

※　１）これは，あくまで現時点で大学が公表しているものをまとめたものである。これ以外の
　　　比率を設定している大学・学部・学科もある。また，今後変更になる可能性もあるので，
　　　大学のホームページ等で発表される募集要項等で必ず確認をすること。

　　２）これは，あくまで英語を200点満点に換算した場合のものである。各大学・学部・学科
　　　の共通テスト英語の換算点はそれぞれ異なる。英語だけでなく,自分の志望する大学の入
　　　試制度について,この機会に調べ,それを踏まえた毎日の学習を心がけよう。

■ 進路指導部から　共通テスト英語　各大学におけるリーディング：リスニングの配点比率
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